






〔目的〕 

 小児慢性特定疾患の中には,最終身長が低身長又は小人症を来す疾患が多く含まれてい

る。しかし,身長予後に関する早期診断,治療法が確立している疾患はわずかである。低身

長は,発育段階にある小児に精神的負担を与えるばかりでなく,場合によっては就職等にも

関わってくることがある。それ故,身長発育に関係深い疾患は,早期に発見し,身長予後を考

慮して長期にフォローアップしなければならない。そこで昨年度より骨年齢を指標とする

学童集団スクリーニングを試み,骨成熟異常や低身長小児の適切なフォローアップについ

て検討した。 


